
(57)【要約】

【課題】組み立て工程における水密性不良や接着剤流れ

込み等の不具合の発生を大幅に抑制することができ、し

かも不具合があった場合には不良廃棄する部分が少なく

て製造効率のよい電子内視鏡の同軸コネクタを提供する

こと。

【解決手段】雌コネクタ部材１１を、先端筒状部分１５

にスリット１６が形成されて絶縁筒１４の内側に水密に

嵌挿接着される雌コネクタ部１１Ａと、信号線３１が後

端部に接続固着された状態で雌コネクタ部１１Ａに後方

から差し込み接続される信号線接続部１１Ｂとに分割形

成して、雌コネクタ部１１Ａと絶縁筒１４との嵌合部に

、余分に塗布された接着剤１７を溜めるための接着剤溜

まり空間１８を形成した。

【選択図】　　　図１

JP 2005-237611 A 2005.9.8



【 特 許 請 求 の 範 囲 】
【 請 求 項 １ 】
先 端 筒 状 部 分 に ス リ ッ ト が 形 成 さ れ た 雌 コ ネ ク タ 部 材 が 電 気 絶 縁 性 の 絶 縁 筒 の 内 側 に 水 密
に 嵌 挿 接 着 さ れ て 、 同 軸 ケ ー ブ ル の 信 号 線 が 上 記 雌 コ ネ ク タ 部 材 の 後 端 側 に 後 方 か ら 接 続
固 着 さ れ た 電 子 内 視 鏡 の 同 軸 コ ネ ク タ に お い て 、
　 上 記 雌 コ ネ ク タ 部 材 を 、 上 記 先 端 筒 状 部 分 に 上 記 ス リ ッ ト が 形 成 さ れ て 上 記 絶 縁 筒 の 内
側 に 水 密 に 嵌 挿 接 着 さ れ る 雌 コ ネ ク タ 部 と 、 上 記 信 号 線 が 後 端 部 に 接 続 固 着 さ れ た 状 態 で
上 記 雌 コ ネ ク タ 部 に 後 方 か ら 差 し 込 み 接 続 さ れ る 信 号 線 接 続 部 と に 分 割 形 成 し て 、 上 記 雌
コ ネ ク タ 部 と 上 記 絶 縁 筒 と の 嵌 合 部 に 、 余 分 に 塗 布 さ れ た 接 着 剤 を 溜 め る た め の 接 着 剤 溜
ま り 空 間 を 形 成 し た こ と を 特 徴 と す る 電 子 内 視 鏡 の 同 軸 コ ネ ク タ 。
【 請 求 項 ２ 】
上 記 雌 コ ネ ク タ 部 の 後 半 部 分 に は 、 上 記 信 号 線 接 続 部 を 差 し 込 み 接 続 す る た め の 接 続 孔 が
上 記 先 端 筒 状 部 分 内 に 連 通 し な い 状 態 に 後 方 か ら 穿 設 さ れ て い る 請 求 項 １ 記 載 の 電 子 内 視
鏡 の 同 軸 コ ネ ク タ 。
【 請 求 項 ３ 】
上 記 雌 コ ネ ク タ 部 と 上 記 信 号 線 接 続 部 に は 、 上 記 信 号 線 接 続 部 が 上 記 雌 コ ネ ク タ 部 に 差 し
込 み 接 続 さ れ た 後 に 上 記 雌 コ ネ ク タ 部 か ら 上 記 信 号 線 接 続 部 が 抜 け 出 す の を 阻 止 す る た め
の 逆 止 機 構 が 設 け ら れ て い る 請 求 項 １ 又 は ２ 記 載 の 電 子 内 視 鏡 の 同 軸 コ ネ ク タ 。
【 発 明 の 詳 細 な 説 明 】
【 技 術 分 野 】
【 ０ ０ ０ １ 】
　 こ の 発 明 は 電 子 内 視 鏡 の 同 軸 コ ネ ク タ に 関 す る 。
【 背 景 技 術 】
【 ０ ０ ０ ２ 】
　 電 子 内 視 鏡 に は 、 ビ デ オ プ ロ セ ッ サ に 対 し て 接 続 さ れ る コ ネ ク タ 部 等 に 、 同 軸 ケ ー ブ ル
を 相 手 方 に 接 続 す る た め の 同 軸 コ ネ ク タ が 配 置 さ れ て お り 、 そ の よ う な 電 子 内 視 鏡 の 同 軸
コ ネ ク タ の 雌 コ ネ ク タ 部 材 は 、 先 端 筒 状 部 分 に ス リ ッ ト が 形 成 さ れ て 後 端 側 は 後 方 か ら 信
号 線 が 接 続 固 着 さ れ る よ う に 構 成 さ れ て 、 電 気 絶 縁 性 の 絶 縁 筒 の 内 側 に 水 密 に 嵌 挿 接 着 さ
れ て い る （ 例 え ば 、 特 許 文 献 １ 、 ２ ） 。
【 特 許 文 献 １ 】 特 開 平 ５ － ３ ０ ０ ８ ７ ４
【 特 許 文 献 ２ 】 特 開 平 ５ － ３ １ ７ ２ ４ ８
【 発 明 の 開 示 】
【 発 明 が 解 決 し よ う と す る 課 題 】
【 ０ ０ ０ ３ 】
　 図 ６ は 、 上 述 の よ う な 従 来 の 電 子 内 視 鏡 の 同 軸 コ ネ ク タ を 示 し て お り 、 ９ １ は 雌 コ ネ ク
タ 部 材 、 ９ ２ は 同 軸 ケ ー ブ ル の 信 号 線 、 ９ ３ は 絶 縁 筒 、 ９ ４ は 、 信 号 線 ９ ２ の 先 端 筒 状 部
分 に 軸 線 と 平 行 方 向 に 形 成 さ れ た ス リ ッ ト で あ る 。
【 ０ ０ ０ ４ 】
　 図 ７ は 、 上 述 の 同 軸 コ ネ ク タ を 組 み 立 て る 際 の 後 半 の 工 程 を 示 し て お り 、 信 号 線 ９ ２ が
半 田 付 け 等 に よ り 後 端 に 接 続 固 着 さ れ た 雌 コ ネ ク タ 部 材 ９ １ の 外 周 面 に 接 着 剤 ９ ５ が 塗 布
さ れ 、 そ の 状 態 の 雌 コ ネ ク タ 部 材 ９ １ が 絶 縁 筒 ９ ３ に 対 し て 後 方 か ら 嵌 挿 さ れ て 、 雌 コ ネ
ク タ 部 材 ９ １ の 外 周 面 と 絶 縁 筒 ９ ３ の 内 周 面 と が 接 着 剤 ９ ５ で 水 密 に 固 着 さ れ る 。
【 ０ ０ ０ ５ 】
　 し か し 、 そ の よ う な 部 分 の 組 み 立 て 工 程 に お い て 、 雌 コ ネ ク タ 部 材 ９ １ の 外 周 面 に 接 着
剤 ９ ５ が 余 分 に 塗 布 さ れ て い る と 、 接 着 剤 ９ ５ が 雌 コ ネ ク タ 部 材 ９ １ の 先 端 の ス リ ッ ト ９
４ 部 分 に 流 れ 込 ん で 相 手 方 と の 接 続 不 良 を 起 こ す 恐 れ が あ る 。
【 ０ ０ ０ ６ 】
　 か と い っ て 、 雌 コ ネ ク タ 部 材 ９ １ の 外 周 面 に 塗 布 す る 接 着 剤 ９ ５ を 少 な め に す る と 、 絶
縁 筒 ９ ３ の 内 周 面 と の 固 着 状 態 の 水 密 性 が 不 充 分 に な っ て 、 洗 浄 消 毒 の 際 に 外 部 か ら の 水
漏 れ を 起 こ し て し ま う 恐 れ が あ る 。
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【 ０ ０ ０ ７ 】
　 そ し て 、 そ の よ う な 不 具 合 を チ ェ ッ ク す る た め の 検 査 は 図 ６ に 示 さ れ る よ う に 全 て が 出
来 上 が っ て か ら で な い と 行 う こ と が で き ず 、 し か も 、 不 具 合 が あ る と 、 同 軸 ケ ー ブ ル を 含
め て ユ ニ ッ ト 全 体 を 不 良 廃 棄 し な け れ ば な ら ず 、 大 き な 無 駄 が 発 生 し て い た 。
【 ０ ０ ０ ８ 】
　 そ こ で 本 発 明 は 、 組 み 立 て 工 程 に お け る 水 密 性 不 良 や 接 着 剤 流 れ 込 み 等 の 不 具 合 の 発 生
を 大 幅 に 抑 制 す る こ と が で き 、 し か も 不 具 合 が あ っ た 場 合 に は 不 良 廃 棄 す る 部 分 が 少 な く
て 製 造 効 率 の よ い 電 子 内 視 鏡 の 同 軸 コ ネ ク タ を 提 供 す る こ と を 目 的 と す る 。
【 課 題 を 解 決 す る た め の 手 段 】
【 ０ ０ ０ ９ 】
　 上 記 の 目 的 を 達 成 す る た め 、 本 発 明 の 電 子 内 視 鏡 の 同 軸 コ ネ ク タ は 、 先 端 筒 状 部 分 に ス
リ ッ ト が 形 成 さ れ た 雌 コ ネ ク タ 部 材 が 電 気 絶 縁 性 の 絶 縁 筒 の 内 側 に 水 密 に 嵌 挿 接 着 さ れ て
、 同 軸 ケ ー ブ ル の 信 号 線 が 雌 コ ネ ク タ 部 材 の 後 端 側 に 後 方 か ら 接 続 固 着 さ れ た 電 子 内 視 鏡
の 同 軸 コ ネ ク タ に お い て 、 雌 コ ネ ク タ 部 材 を 、 先 端 筒 状 部 分 に ス リ ッ ト が 形 成 さ れ て 絶 縁
筒 の 内 側 に 水 密 に 嵌 挿 接 着 さ れ る 雌 コ ネ ク タ 部 と 、 信 号 線 が 後 端 部 に 接 続 固 着 さ れ た 状 態
で 雌 コ ネ ク タ 部 に 後 方 か ら 差 し 込 み 接 続 さ れ る 信 号 線 接 続 部 と に 分 割 形 成 し て 、 雌 コ ネ ク
タ 部 と 絶 縁 筒 と の 嵌 合 部 に 、 余 分 に 塗 布 さ れ た 接 着 剤 を 溜 め る た め の 接 着 剤 溜 ま り 空 間 を
形 成 し た も の で あ る 。
【 ０ ０ １ ０ 】
　 な お 、 雌 コ ネ ク タ 部 の 後 半 部 分 に は 、 信 号 線 接 続 部 を 差 し 込 み 接 続 す る た め の 接 続 孔 が
先 端 筒 状 部 分 内 に 連 通 し な い 状 態 に 後 方 か ら 穿 設 さ れ て い る と よ く 、 雌 コ ネ ク タ 部 と 信 号
線 接 続 部 に は 、 信 号 線 接 続 部 が 雌 コ ネ ク タ 部 に 差 し 込 み 接 続 さ れ た 後 に 雌 コ ネ ク タ 部 か ら
信 号 線 接 続 部 が 抜 け 出 す の を 阻 止 す る た め の 逆 止 機 構 が 設 け ら れ て い る と よ い 。
【 発 明 の 効 果 】
【 ０ ０ １ １ 】
　 本 発 明 に よ れ ば 、 雌 コ ネ ク タ 部 材 と 絶 縁 筒 と の 嵌 合 部 に 、 余 分 に 塗 布 さ れ た 接 着 剤 を 溜
め る た め の 接 着 剤 溜 ま り 空 間 を 形 成 し た こ と に よ り 、 雌 コ ネ ク タ 部 材 を 絶 縁 筒 に 接 着 す る
組 み 立 て 工 程 に お い て 十 分 な 量 の 接 着 剤 を 漏 れ 出 さ な い よ う に 塗 布 す る こ と が で き る の で
、 水 密 性 不 良 や 接 着 剤 流 れ 込 み 等 の 不 具 合 の 発 生 を 大 幅 に 抑 制 す る こ と が で き 、 し か も 雌
コ ネ ク タ 部 材 を 雌 コ ネ ク タ 部 と 信 号 線 接 続 部 と に 分 割 形 成 し た の で 、 雌 コ ネ ク タ 部 材 と 絶
縁 筒 と の 接 着 に 不 具 合 が あ っ た 場 合 に は 不 良 廃 棄 す る 部 分 が 少 な く て 製 造 ロ ス を 少 な く す
る こ と が で き る 。
【 発 明 を 実 施 す る た め の 最 良 の 形 態 】
【 ０ ０ １ ２ 】
　 雌 コ ネ ク タ 部 材 を 、 先 端 筒 状 部 分 に ス リ ッ ト が 形 成 さ れ て 絶 縁 筒 の 内 側 に 水 密 に 嵌 挿 接
着 さ れ る 雌 コ ネ ク タ 部 と 、 信 号 線 が 後 端 部 に 接 続 固 着 さ れ た 状 態 で 雌 コ ネ ク タ 部 に 後 方 か
ら 差 し 込 み 接 続 さ れ る 信 号 線 接 続 部 と に 分 割 形 成 し て 、 雌 コ ネ ク タ 部 と 絶 縁 筒 と の 嵌 合 部
に 、 余 分 に 塗 布 さ れ た 接 着 剤 を 溜 め る た め の 接 着 剤 溜 ま り 空 間 を 形 成 す る 。
【 実 施 例 】
【 ０ ０ １ ３ 】
　 図 面 を 参 照 し て 本 発 明 の 実 施 例 を 説 明 す る 。
　 図 ２ に お い て 、 １ は 、 内 視 鏡 検 査 装 置 一 式 を 載 せ て 移 動 す る こ と が で き る 内 視 鏡 用 カ ー
ト で あ り 、 そ の 側 部 に 設 け ら れ た 内 視 鏡 支 持 ス タ ン ド ２ に 電 子 内 視 鏡 ３ が 吊 り 下 げ ら れ た
状 態 に 保 持 さ れ て い る 。
【 ０ ０ １ ４ 】
　 ４ は ビ デ オ プ ロ セ ッ サ で あ り 、 電 子 内 視 鏡 ３ の コ ネ ク タ 部 ５ が 分 離 自 在 に 接 続 さ れ 、 電
子 内 視 鏡 ３ で 撮 像 さ れ た 内 視 鏡 観 察 画 像 の 撮 像 信 号 を 各 種 プ ロ セ ス 回 路 に お い て 処 理 し て
、 映 像 信 号 を モ ニ タ ー ６ に 出 力 す る 。
【 ０ ０ １ ５ 】
　 図 ３ は 、 電 子 内 視 鏡 ３ の コ ネ ク タ 部 ５ の ビ デ オ プ ロ セ ッ サ ４ と の 接 続 部 を 示 し て お り 、
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コ ネ ク タ 筒 ５ ０ 内 に 多 数 の 接 点 ピ ン ５ １ が 突 設 さ れ る と 共 に 、 中 心 軸 線 位 置 に は 、 ビ デ オ
プ ロ セ ッ サ ４ 側 の 同 軸 プ ラ グ （ 図 示 せ ず ） と 接 続 さ れ る 同 軸 コ ネ ク タ １ ０ が 配 置 さ れ て い
る 。 １ １ は 、 相 手 方 の 接 点 ピ ン が 差 し 込 ま れ る 雌 コ ネ ク タ 部 材 、 ３ １ は 、 同 軸 コ ネ ク タ １
０ の 後 側 に 接 続 さ れ た 同 軸 ケ ー ブ ル ３ ０ の 信 号 線 で あ る 。
【 ０ ０ １ ６ 】
　 図 ４ は 同 軸 コ ネ ク タ １ ０ を 示 し て お り 、 同 軸 コ ネ ク タ １ ０ を 外 装 す る 導 電 性 の シ ー ル ド
接 続 筒 １ ２ の 先 側 半 部 内 に 、 電 気 絶 縁 材 に よ り 後 側 半 部 が 前 側 半 部 よ り 太 い 段 付 き 円 筒 状
に 形 成 さ れ た 絶 縁 筒 １ ４ が 、 嵌 挿 接 着 に よ り 水 密 に 固 着 さ れ て い る 。 １ ３ は 、 同 軸 コ ネ ク
タ １ ０ を コ ネ ク タ 筒 ５ ０ に 係 止 す る た め の 弾 性 爪 で あ る 。
【 ０ ０ １ ７ 】
　 雌 コ ネ ク タ 部 材 １ １ は 、 先 端 側 に 切 り 口 が 開 口 す る ス リ ッ ト １ ６ が 先 端 筒 状 部 分 １ ５ に
軸 線 と 平 行 方 向 に 形 成 さ れ た 先 側 の 雌 コ ネ ク タ 部 １ １ Ａ と 、 同 軸 ケ ー ブ ル ３ ０ の 信 号 線 ３
１ が 後 端 部 に 接 続 固 着 さ れ た 後 側 の 信 号 線 接 続 部 １ １ Ｂ と に 分 割 形 成 さ れ て い る 。
【 ０ ０ １ ８ 】
　 そ し て 、 同 軸 コ ネ ク タ １ ０ を 組 み 立 て る 際 に は 先 ず 、 図 １ に 示 さ れ る よ う に 、 シ ー ル ド
接 続 筒 １ ２ の 内 側 へ の 絶 縁 筒 １ ４ の 固 着 と 、 絶 縁 筒 １ ４ 内 へ の 雌 コ ネ ク タ 部 １ １ Ａ の 固 着
が 行 わ れ 、 雌 コ ネ ク タ 部 １ １ Ａ は 絶 縁 筒 １ ４ に 対 し て 後 方 か ら 嵌 挿 さ れ て 接 着 剤 １ ７ に よ
り 水 密 に 固 着 さ れ る 。
【 ０ ０ １ ９ 】
　 そ の よ う な 雌 コ ネ ク タ 部 １ １ Ａ と 絶 縁 筒 １ ４ と の 接 着 部 分 に は 、 図 ４ に 示 さ れ る よ う に
、 雌 コ ネ ク タ 部 １ １ Ａ に 塗 布 さ れ た 接 着 剤 １ ７ の 中 の 余 分 に 塗 布 さ れ た 部 分 を 溜 め る た め
の 接 着 剤 溜 ま り 空 間 １ ８ が 、 雌 コ ネ ク タ 部 １ １ Ａ の 外 径 と 絶 縁 筒 １ ４ の 内 径 と の 間 に 隙 間
を 設 け て 二 箇 所 に 形 成 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ２ ０ 】
　 し た が っ て 、 雌 コ ネ ク タ 部 １ １ Ａ と 絶 縁 筒 １ ４ と を 接 着 す る 際 に は 、 雌 コ ネ ク タ 部 １ １
Ａ の 外 周 部 に 十 分 な 量 の 接 着 剤 １ ７ を 塗 布 し て も 、 余 分 に 塗 布 さ れ た 接 着 剤 １ ７ が 先 端 側
の ス リ ッ ト １ ６ 部 分 ま で 流 れ 出 さ ず に 、 水 密 性 が 確 実 に 確 保 さ れ た 状 態 に 接 着 す る こ と が
で き る 。
【 ０ ０ ２ １ 】
　 そ し て 、 シ ー ル ド 接 続 筒 １ ２ 内 に 固 着 さ れ た 絶 縁 筒 １ ４ に 対 し て 雌 コ ネ ク タ 部 １ １ Ａ を
接 着 し た 状 態 で 接 着 剤 １ ７ を 硬 化 さ せ て 、 水 密 性 と 接 着 剤 １ ７ の 流 出 状 態 の チ ェ ッ ク を 行
う こ と が で き る の で 、 も し 組 み 立 て 不 良 が あ っ た 場 合 に は そ れ ら を 廃 棄 す る だ け で 済 み 、
同 軸 ケ ー ブ ル ３ ０ 等 を 廃 棄 す る 必 要 が な い 。
【 ０ ０ ２ ２ 】
　 そ の よ う に し て 、 雌 コ ネ ク タ 部 １ １ Ａ が 絶 縁 筒 １ ４ に 接 着 固 定 さ れ た ら 、 同 軸 コ ネ ク タ
１ ０ の 後 半 部 分 を 組 み 立 て る 工 程 に 移 る の で あ る が 、 図 ４ 及 び 図 １ に 示 さ れ る よ う に 、 雌
コ ネ ク タ 部 １ １ Ａ の 後 側 半 部 に は 、 信 号 線 接 続 部 １ １ Ｂ を 後 方 か ら 軸 線 方 向 に 差 し 込 む た
め の 接 続 孔 １ ９ が 、 先 端 筒 状 部 分 １ ５ と 連 通 し な い よ う に 穿 設 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ２ ３ 】
　 ま た 、 雌 コ ネ ク タ 部 １ １ Ａ と 信 号 線 接 続 部 １ １ Ｂ と に は 、 信 号 線 接 続 部 １ １ Ｂ が 雌 コ ネ
ク タ 部 １ １ Ａ に 差 し 込 み 接 続 さ れ た 状 態 に な っ た 後 に 雌 コ ネ ク タ 部 １ １ Ａ か ら 信 号 線 接 続
部 １ １ Ｂ が 抜 け 出 す の を 阻 止 す る た め の 逆 止 機 構 ２ ０ が 設 け ら れ て い る 。
【 ０ ０ ２ ４ 】
　 こ の 実 施 例 の 逆 止 機 構 ２ ０ は 、 雌 コ ネ ク タ 部 １ １ Ａ 自 体 を 弾 性 変 形 す る よ う に 内 方 の 接
続 孔 １ ９ に 向 け て 折 り 曲 げ 形 成 さ れ た 逆 止 爪 ２ ０ Ａ と 、 そ の 逆 止 爪 ２ ０ Ａ が 係 合 す る よ う
に 信 号 線 接 続 部 １ １ Ｂ の 外 周 面 に 形 成 さ れ た 凹 部 ２ ０ Ｂ に よ り 構 成 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ２ ５ 】
　 そ し て 、 図 ５ に 示 さ れ る よ う に 、 信 号 線 接 続 部 １ １ Ｂ を 雌 コ ネ ク タ 部 １ １ Ａ に 差 し 込 む
前 に 、 雌 コ ネ ク タ 部 １ １ Ａ の 後 半 外 周 部 に 後 側 絶 縁 筒 ２ ２ を 介 在 さ せ て シ ー ル ド 導 電 筒 ２
３ を 被 嵌 し 、 シ ー ル ド 接 続 筒 １ ２ の 後 端 に 形 成 さ れ て い る か し め 端 ２ ４ を 内 方 に 折 り 曲 げ
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る こ と に よ り 、 シ ー ル ド 導 電 筒 ２ ３ を シ ー ル ド 接 続 筒 １ ２ 内 に 機 械 的 に か し め 固 定 す る 。
【 ０ ０ ２ ６ 】
　 一 方 、 信 号 線 接 続 部 １ １ Ｂ に は 、 そ の 後 側 半 部 に 後 方 か ら 穿 設 さ れ て い る 信 号 線 接 続 孔
２ １ に 、 同 軸 ケ ー ブ ル ３ ０ の 信 号 線 ３ １ の 先 端 を 差 し 込 ん で 半 田 付 け ３ ５ に よ り 接 続 固 着
し 、 そ の 状 態 で 信 号 線 接 続 部 １ １ Ｂ を 雌 コ ネ ク タ 部 １ １ Ａ に 後 方 か ら 差 し 込 む 。
【 ０ ０ ２ ７ 】
　 す る と 、 図 ４ に 示 さ れ る よ う に 、 信 号 線 接 続 部 １ １ Ｂ が 逆 止 機 構 ２ ０ に よ っ て 雌 コ ネ ク
タ 部 １ １ Ａ に 係 止 さ れ た 状 態 に な っ て 、 同 軸 ケ ー ブ ル ３ ０ の 信 号 線 ３ １ と 雌 コ ネ ク タ 部 １
１ Ａ と が 導 通 す る 。
【 ０ ０ ２ ８ 】
　 そ し て 、 同 軸 ケ ー ブ ル ３ ０ の シ ー ル ド ３ ２ を シ ー ル ド 導 電 筒 ２ ３ に 半 田 付 け ２ ５ で 接 続
固 着 す る こ と に よ り 、 シ ー ル ド ３ ２ が シ ー ル ド 接 続 筒 １ ２ に 導 通 す る 状 態 に な っ て 、 同 軸
コ ネ ク タ １ ０ の 組 み 立 て が 完 了 す る 。
【 ０ ０ ２ ９ 】
　 な お 、 本 発 明 は 上 記 実 施 例 に 限 定 さ れ る も の で は な く 、 例 え ば 、 同 軸 コ ネ ク タ １ ０ が 、
ビ デ オ プ ロ セ ッ サ ４ と 接 続 さ れ る 電 子 内 視 鏡 ３ の コ ネ ク タ 部 ５ 以 外 の 部 分 に 用 い ら れ た も
の で あ っ て も 差 し 支 え な い 。
【 図 面 の 簡 単 な 説 明 】
【 ０ ０ ３ ０ 】
【 図 １ 】 本 発 明 の 実 施 例 の 電 子 内 視 鏡 の 同 軸 コ ネ ク タ の 組 み 立 て 前 半 の 工 程 の 状 態 を 示 す
側 面 断 面 図 で あ る 。
【 図 ２ 】 本 発 明 の 実 施 例 の 内 視 鏡 装 置 が カ ー ト に 載 せ ら れ た 状 態 の 斜 視 図 で あ る 。
【 図 ３ 】 本 発 明 の 実 施 例 の 電 子 内 視 鏡 の コ ネ ク タ 部 の 一 部 を 示 す 側 面 断 面 図 で あ る 。
【 図 ４ 】 本 発 明 の 実 施 例 の 電 子 内 視 鏡 の 同 軸 コ ネ ク タ の 側 面 断 面 図 で あ る 。
【 図 ５ 】 本 発 明 の 実 施 例 の 電 子 内 視 鏡 の 同 軸 コ ネ ク タ の 組 み 立 て 後 半 の 工 程 の 状 態 を 示 す
側 面 断 面 図 で あ る 。
【 図 ６ 】 従 来 の 電 子 内 視 鏡 の 同 軸 コ ネ ク タ の 側 面 断 面 図 で あ る 。
【 図 ７ 】 従 来 の 電 子 内 視 鏡 の 同 軸 コ ネ ク タ の 組 み 立 て 後 半 の 工 程 の 状 態 を 示 す 側 面 断 面 図
で あ る 。
【 符 号 の 説 明 】
【 ０ ０ ３ １ 】
　 １ ０ 　 同 軸 コ ネ ク タ
　 １ １ 　 雌 コ ネ ク タ 部 材
　 １ １ Ａ 　 雌 コ ネ ク タ 部
　 １ １ Ｂ 　 信 号 線 接 続 部
　 １ ４ 　 絶 縁 筒
　 １ ５ 　 先 端 筒 状 部 分
　 １ ６ 　 ス リ ッ ト
　 １ ７ 　 接 着 剤
　 １ ８ 　 接 着 剤 溜 ま り 空 間
　 １ ９ 　 接 続 孔
　 ３ ０ 　 同 軸 ケ ー ブ ル
　 ３ １ 　 信 号 線

10

20

30

40

(5) JP 2005-237611 A 2005.9.8



【 図 １ 】 【 図 ２ 】

【 図 ３ 】 【 図 ４ 】
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【 図 ５ 】 【 図 ６ 】

【 図 ７ 】
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